
踊
る
鷹
の
楽
団

ト
ラ
ヤ
ン
・マ
ジ
ョ
カ
ヨ
ン
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
（
以

下
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
）
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
北
部
カ
リ
ン

ガ
州
の
州
都
タ
ブ
ク
を
拠
点
と
す
る
、ゴ
ン
グ
（
ガ

ン
サ
）
や
竹
楽
器
類
を
演
奏
す
る
グ
ル
ー
プ
で
あ

る
。
リ
ー
ダ
ー
の
ホ
セ・パ
ン
シ
ウ（
七
〇
）は
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
協
会
を
一
〇
年
前
に
退
職
後
、
焼
き
畑

と
水
田
耕
作
の
か
た
わ
ら
、
地
域
の
自
治
活
動
に

も
か
か
わ
っ
て
い
る
。
他
の
メ
ン
バ
ー
は
、
妹
弟
た

ち
、そ
し
て
そ
の
子
ど
も
た
ち
で
あ
る
。「
ト
ラ
ヤ
ン
」

は
、
鷹
を
意
味
し
、「
マ
ジ
ョ
カ
ヨ
ン
」
は
、
パ
ン

シ
ウ
家
の
属
す
る
部
族
の
名
前
で
あ
る
。
カ
リ
ン

ガ
州
に
は
た
く
さ
ん
の
先
住
民
の
グ
ル
ー
プ
が
住

ん
で
い
る
。
そ
の
な
か
で
マ
ジ
ョ
カ
ヨ
ン
の
人
び
と

は
、
ガ
ン
サ
に
合
わ
せ
て
踊
る
鷹
の
動
き
を
模
し

た
快
活
な
ト
ラ
ヤ
ン
の
踊
り
で
知
ら
れ
て
い
る
。 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は
、
時
折
、
要
請
が
あ
る
と
、

演
奏
に
出
向
く
。
二
〇
〇
〇
年
代
に
三
回
、
台
湾

に
よ
ば
れ
た
。
他
に
も
、
先
住
民
の
集
ま
り
や
、

音
楽
学
の
国
際
学
会
が
あ
っ
た
と
き
な
ど
に
、
マ
ニ

ラ
で
演
奏
し
た
。
し
か
し
、
地
元
で
は
、
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
の
出
番
は
じ
つ
は
あ
ま
り
な
い
。
結
婚
式
な

ど
の
際
の
ガ
ン
サ
に
合
わ
せ
た
踊
り
で
は
、
参
列

者
た
ち
が
次
々
と
自
発
的
に
演
奏
に
加
わ
っ
て
し

ま
う
か
ら
で
あ
る
。
竹
楽
器
の
演
奏
の
機
会
も
少

な
い
が
、
外
か
ら
の
要
請
が
あ
れ
ば
、
幾
ば
く
か
の

練
習
も
す
る
し
、
壊
れ
た
楽
器
を
修
理
し
た
り
作

り
直
し
た
り
も
す
る
。
ホ
セ
が
演
奏
と
楽
器
作
り

の
得
意
技
を
子
ど
も
た
ち
、
甥
姪
た
ち
に
伝
え
る

チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
。

継
承
の
現
場
で

フ
ィ
リ
ピ
ン
北
部
の
山
村
に
育
っ
た
ホ
セ
は
、
北

部
の
都
市
バ
ギ
オ
の
大
学
を
卒
業
し
、
し
ば
ら
く

働
い
た
後
、 

父
親
が
移
住
し
た
カ
リ
ン
ガ
州
の
街
タ

ブ
ク
に
自
分
も
移
り
、
こ
こ
で
結
婚
し
、
七
人
の
子

宝
に
恵
ま
れ
た
。
大
学
時
代
は
、
山
出
身
の
学
生

た
ち
の
グ
ル
ー
プ
、
ビ
バ
ッ
ク
（
B
I
B
A
K
）
に

所
属
し
、
そ
こ
で
、
ガ
ン
サ
や
他
の
音
楽
を
メ
ン

バ
ー
と
一
緒
に
演
奏
し
た
。
こ
こ
で
、
他
の
地
域
の

山
地
民
が
、
と
き
に
は
似
た
よ
う
な
、
と
き
に
は
異

な
っ
た
音
楽
を
す
る
こ
と
を
知
り
、
自
分
も
他
の
地

域
の
音
楽
を
真
似
し
て
み
た
り
も
し
た
。
ま
た
大

学
の
博
物
館
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
、
山
地
民
の
楽

器
や
民
芸
品
な
ど
に
名
前
を
つ
け
る
作
業
を
し
た
。

一
九
七
八
年
に
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
著
名
な
作
曲
家

ル
ク
レ
シ
ア
・
カ
シ
ラ
ッ
グ
ら
と
と
も
に
東
京
に
招

待
さ
れ
、竹
琴
、竹
口
琴
、竹
笛
な
ど
を
披
露
し
た
。

こ
の
よ
う
な
経
験
が
、
彼
の
知
的
好
奇
心
を
刺
激

し
、
自
分
の
文
化
の
誇
り
の
基
盤
に
な
っ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。

二
〇
〇
七
年
か
ら
は
、
弟
ら
と
と
も
に
、
市
内
の

中
学
校
に
設
置
さ
れ
た
、
政
府
の
伝
統
文
化
継
承

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
講
師
も
務
め
る
。
今
日
、 

継
承
が
難

し
く
な
っ
て
き
て
い
る
竹
笛
や
叙
事
詩
ウ
ラ
リ
ム
な

ど
を
教
え
る
が
、
先
生
に
指
示
さ
れ
る
ま
ま
に
出

て
来
る
だ
け
の
子
ど
も
た
ち
に
教
え
て
も
、
な
か
な

か
効
果
が
出
せ
な
い
。
ま
た
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は
、

昨
年
、 

タ
ブ
ク
市
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
コ
ン
テ
ス

ト
に
参
加
し
た
が
、
三
位
だ
っ
た
。
台
湾
で
し
た
よ

う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
楽
器
の
さ
ま
ざ
ま
な
奏
法
を

披
露
し
た
の
だ
が
、
五
十
以
上
も
の
ガ
ン
サ
を
同
時

に
奏
す
る
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
風
の
大
編
成
の
チ
ー

ム
が
優
勝
し
た
の
に
は
納
得
が
い
か
な
い
。
マ
ジ
ョ

カ
ヨ
ン
の
叙
事
詩
ソ
グ
ソ
グ
ナ
の
歌
詞
を
書
き
留
め

た
と
き
は
、
州
の
知
識
人
か
ら
、
ス
ペ
ル
が
違
う
、

と
直
さ
れ
た
。
押
韻
の
た
め
、
単
語
の
発
音
を
一
部

変
え
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
。
正
し
い
ス
ペ
ル
で
書
く

と
、
韻
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
詩
の
生
命
が

失
わ
れ
る
気
が
す
る
。
地
元
で
の
伝
承
の
継
承
は
、

必
ず
し
も
順
風
満
帆
で
は
な
い
。

昨
年
楽
器
や
竹
細
工
の
製
品
を
売
る
小
さ
な
店

を
始
め
た
。
ホ
セ
の
夢
は
、
子
ど
も
た
ち
が
竹
楽

器
の
制
作
や
竹
細
工
の
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
こ

と
。
三
女
フ
ェ
リ
サ
は
、
マ
ニ
ラ
の
研
究
者
の
支
援

を
受
け
て
、
民
族
音
楽
学
を
学
ぶ
。
今
は
、
実
家

の
手
伝
い
を
し
な
が
ら
、
父
ホ
セ
の
マ
ジ
ョ
カ
ヨ
ン

音
楽
・
文
化
の
知
識
を
整
理
し
て
修
士
論
文
に
ま

と
め
て
い
る
。 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は
、
山
村
の
先
住
民
の
音
楽
を
、

移
住
先
の
街
で
、
外
か
ら
の
程
よ
い
刺
激
を
受
け

な
が
ら
、
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
る
、
貴
重

な
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
筆
者
は
、
ホ
セ
の
誠
実
な
人

柄
に
魅
か
れ
、
ま
た
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
地
道
な
活
動

を
評
価
し
て
い
る
。
研
究
者
と
し
て
何
ら
か
の
支

援
が
で
き
れ
ば
と
思
う
が
、
何
も
し
な
い
ほ
う
が

い
い
様
な
気
も
す
る
。
適
度
な
距
離
を
保
ち
な
が

ら
陰
か
ら
応
援
し
て
い
き
た
い
。

米よ
ね

野の 

み
ち
よ　
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
准
教
授

フィリピンの街で奏でる山村の音楽
―トラヤン・マジョカヨン・アンサンブル

他人に何かを伝えるとき、自分が受け継いだものがそのまま伝わるわけ
ではない。個人の体験や思いなどにより、再び編まれたものが他人に受
け渡されるのである。

ガンサの練習風景。左端がホセ（撮影・寺田𠮷孝）

自宅で、自作の楽器に囲まれて（撮影・寺田𠮷孝）

お店のなかで、妹イサベルと、タンビを披露（楽器を棒で交互に叩く）
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